
だ
っ
た
。

対
空
戦
と
復
員
輸
送
記　 

福
島
県
　
白
井
哲
哉
　 

昭
和
十
八
年
十
二
月
、
二
年
間
苦
楽
を
共
に
し
た
戦
車
と
わ
か

れ
を
つ
げ
、
陸
軍
船
舶
隊
へ
機
関
部
要
員
と
し
て
転
属
し
た
。
十

二
月
末
宇
品
船
舶
司
令
部
に
い
た
り
、
四
月
ま
で
舶
用
ジ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン
の
教
育
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
香
港
で
捕
獲
し

た
豪
華
船
で
航
海
訓
練
を
か
ね
て
瀬
戸
内
海
を
往
復
し
、
神
戸
製

鋼
、
大
阪
発
動
機
、
山
岡
内
燃
機
、
三
菱
造
船
所
に
お
い
て
舶
用

エ
ン
ジ
ン
の
実
地
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

五
月
、
中
隊
編
成
、
機
動
輸
送
第
十
二
中
隊
付
、
私
の
部
署
は

機
械
長
で
あ
っ
た
。
中
旬
に
な
っ
て
艇
受
領
の
命
令
来
た
り
、
大

阪
藤
奈
潟
造
船
所
に
い
た
れ
ば
、
な
ん
と
海
軍
Ｓ
Ｂ
艇
で
タ
ー
ビ

ン
エ
ン
ジ
ン
で
あ
っ
た
。

急
據
、
呉
よ
り
海
軍
下
士
官
に
よ
る
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
の
特
訓
が

始
ま
る
。
進
水
よ
り
艤
装
中
の
二
週
間
で
概
略
の
教
育
を
終
わ
り

試
運
転
に
立
ち
会
い
、
大
阪
か
ら
宇
品
ま
で
、
海
軍
の
指
導
に
よ

る
航
海
で
泥
縄
式
で
は
あ
る
が
、
一
応
の
訓
練
は
終
わ
っ
た
。

以
後
十
一
月
ま
で
瀬
戸
内
海
、
横
浜
、
釜
山
の
航
海
で
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
な
ん
と
か
航
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

航
海
科
の
連
中
は
、
三
角
函
数
や
六
分
儀
の
そ
う
さ
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
、
前
線
出
動
の
命
が
下
る
、
門
司
出
港
せ

る
も
颱
風
に
遭
遇
、
五
島
列
島
福
江
港
に
難
を
さ
く
。
翌
日
出
港
、

颱
風
余
波
に
て
波
高
十
五
メ
ー
ト
ル
、
四
屯
ア
ン
カ
ー
流
失
、
雲

多
く
し
て
天
測
不
能
、
く
わ
え
て
海
流
を
計
算
に
い
れ
な
か
っ
た

た
め
に
、
予
定
時
刻
に
な
っ
て
も
予
定
場
所
に
い
た
ら
ず
、
あ
と

で
判
明
せ
し
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
予
定
航
路
よ
り
も
百
六
十
マ
イ
ル

ず
れ
て
い
た
由
。

そ
れ
に
制
海
権
な
き
た
め
、
敵
潜
に
追
わ
れ
る
こ
と
幾
度
か
、

そ
の
た
び
に
砂
浜
に
接
岸
し
難
を
さ
く
。

十
二
月
六
日
高
雄
入
港
、
南
方
進
出
に
そ
な
え
整
備
。
以
後
当

時
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
抜
粋
す
る
。

一
月
九
日

再
度
の
空
襲
、
グ
ラ
マ
ン
八
機
、
高
雄
港
被
弾
八
か
所
、
田
辺



上
等
兵
上
膊
部
負
傷

一
月
十
五
日

〇
八
：
〇
〇
空
襲
警
報
発
令
、
カ
ー
チ
マ
ホ
ー
ク
八
十
機
高
雄

上
陸
に
あ
り
、
制
空
権
な
き
た
め
、
悠
々
飛
翔
し
あ
り
。
我
が
闘

魂
い
や
が
う
え
に
も
昂
揚
、
〇
九
：
〇
〇
海
軍
修
理
工
場
に
対
し

急
降
下
爆
撃
、
こ
の
時
我
、
機
械
室
に
あ
り
、
砲
の
発
射
音
室
を

ふ
る
わ
す
。
パ
テ
の
お
ち
る
あ
り
、
工
具
の
散
乱
す
る
あ
り
、
艇

の
火
機
、
砲
一
門
、
機
関
砲
二
十
門
、
火
の
玉
と
な
り
て
ほ
う
こ

う
す
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
一
斉
射
撃
中
止
、
と
み
る
や
一
機
撃
墜

伝
声
管
を
通
じ
来
る
伝
令
の
声
に
は
歓
喜
の
情
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。一

月
二
十
一
日

本
格
的
戦
爆
連
合
の
大
爆
撃
、
本
日
Ｂ24

三
十
、
Ｐ51
八
十
、

高
雄
港
に
停
泊
せ
る
艦
船
二
十
に
損
害
あ
り
、
我
々
Ｓ
Ｂ
一
〇
一

は
負
傷
者
十
三
人
、
艇
に
損
害
な
し
。
隣
の
甲
型
標
準
貨
物
船
七

千
屯
に
被
弾
、
煙
突
大
破
、
船
倉
に
積
ん
で
あ
っ
た
爆
雷
が
爆
発

し
船
体
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
と
な
る
。
海
軍
Ｓ
Ｂ
艇
は
船
首
に
二
メ
ー

ト
ル
の
穴
が
あ
い
た
。
高
雄
港
は
今
や
は
い
き
ょ
と
な
る
。

大
型
船
舶
の
無
残
な
姿
を
み
る
に
つ
け
制
空
権
な
き
戦
闘
の
悲

痛
身
に
し
む
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
大
型
船
に
便
乗
せ
し
陸
軍
部
隊
の
死
体

加
藤
部
隊
前
に
多
数
累
積
せ
り
と
い
う
。

一
月
二
十
三
日

我
れ
体
調
を
こ
わ
し
栄
町
高
浜
宅
に
て
加
療
中
二
三：
三
〇
空

襲
あ
り
、
高
浜
宅
、
隣
家
、
向
家
に
三
発
被
弾
、
隣
家
、
向
家
、

爆
発
せ
る
も
我
就
床
せ
し
八
畳
と
な
り
の
六
畳
の
間
に
落
下
せ
る

は
不
発
、
畳
に
五
十
セ
ン
チ
の
穴
を
あ
け
た
る
の
み
、
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
悪
運
が
強
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
不
発
弾
と
五
日

間
起
居
を
共
に
し
た
が
つ
い
に
不
発
に
終
わ
っ
た
。

二
月
二
十
五
日

本
日
Ｂ24

百
二
十
機
来
襲
、
無
差
別
爆
撃
で
本
島
人
街
全
滅
、

死
者
三
十
、
負
傷
者
無
数
、
夕
刻
市
内
巡
察
に
出
る
。
一
面
は
い

き
ょ
の
な
か
に
る
い
る
い
と
死
体
横
た
わ
る
。
肉
親
の
死
体
に
す

が
り
て
号
泣
す
る
あ
り
、
じ
つ
に
こ
の
世
の
地
獄
な
り
。

三
月
二
十
一
日

一
〇
：
三
〇
　
グ
ラ
マ
ン
百
機
、
艇
の
上
空
に
あ
り
。

一
〇
：
三
〇
　
グ
ラ
マ
ン
大
型
機
八
十
機
、
艇
の
上
空
を
北
進

中



一
〇
：
四
〇
　
グ
ラ
マ
ン
の
三
機
編
隊
、
我
艇
に
突
進
た
だ
ち

に
応
戦
、
先
頭
機
墜
落
、
敵
搭
乗
員
落
下
傘
に
て
海
上

に
落
下
。

一
一
：
〇
〇
　
敵
搭
乗
員
収
容
の
た
め
カ
ッ
タ
ー
離
艇
、
や
け

ど
に
て
死
亡
せ
し
た
め
救
命
イ
カ
ダ
、
救
命
胴
衣
、
海

軍
ナ
イ
フ
等
没
収
し
て
帰
艇
。

吾
方
の
損
害
、
赤
井
上
等
兵（
砲
手
）
大
■
部
貫
通
即

死
、
住
口
上
等
兵
大
■
部
盲
貫
重
傷
、
ほ
か
十
六
人
負

傷
二
番
重
油
タ
ン
ク
に
被
弾
十
セ
ン
チ
の
穴
、
一
番
タ

ン
ク
に
切
り
替
え
、
木
栓
で
応
急
処
置
を
な
す
。

九
月
十
六
日

愛
艇
一
〇
一
号
の
引
き
渡
し
事
務
の
手
続
き
の
た
め
、
広
島
市

へ
出
張
す
。
広
島
市
の
惨
状
言
語
に
絶
す
。
一
面
瓦
礫
の
原
に
し

て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
鉄
筋
、
石
の
建
築
物
の
焼
け
残
れ
る
あ
り
。

電
車
通
り
の
路
肩
に
は
人
骨
の
散
乱
（
火
葬
場
焼
失
せ
し
た
め
電

車
通
り
で
死
体
を
焼
い
た
由
）

。
電
車
内
は
腐
乱
せ
し
死
体
よ
り

発
生
せ
し
蠅
の
真
っ
黒
に
た
か
れ
る
あ
り
。
街
中
死
臭
た
だ
よ

う
。船

舶
司
令
部
は
日
曜
に
し
て
不
在
、
宇
品
町
の
萩
山
旅
館
に
宿

を
と
り
、
東
千
田
町
の
梅
原
宅
（
広
島
で
の
小
生
の
下
宿
先
）
を

た
ず
ね
れ
ど
あ
と
か
た
も
な
し
。
と
な
り
の
坂
井
宅
（
御
夫
妻
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
）
あ
と
に
貼
紙
あ
り
中
広
町
の
飯
村
宅
に

い
る
を
知
り
た
だ
ち
に
た
ず
ぬ
。
和
子
嬢
原
爆
病
で
ふ
せ
て
い

た
。
髪
全
部
抜
け
落
ち
、
歯
ぐ
き
よ
り
出
血
あ
り
、
意
識
は
た
し

か
に
し
て
我
の
見
舞
を
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
。
両
親
は
即
死
、
姉

と
弟
は
勤
め
に
家
を
出
て
い
た
が
た
め
、
死
な
ざ
り
し
と
い
う
。

し
か
し
再
び
も
と
の
身
体
に
な
り
そ
う
も
な
し
。
必
ず
な
お
る
と

元
気
づ
け
て
帰
る
も
心
中
あ
ん
た
ん
た
り
。

御
幸
橋
を
渡
り
た
る
と
こ
ろ
よ
り
民
家
傾
け
ど
類
焼
を
ま
ぬ
が

れ
、
萩
山
旅
館
も
寝
な
が
ら
に
し
て
星
■
が
み
え
る
し
ま
つ
、
た

だ
屋
根
の
穴
を
さ
け
て
雨
露
を
し
の
ぐ
の
み
、
な
ん
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
、
広
島
の
今
後
、
日
本
の
将
来
、
あ
れ
を
思
い
、
こ

れ
を
う
れ
い
、
転
々
と
し
て
天
明
に
い
た
る
。

九
月
三
十
日

機
動
輸
送
隊
は
、
外
洋
航
海
が
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
復
員
は

二
年
間
延
期
、
そ
の
間
一
般
邦
人
、
兵
員
を
海
外
か
ら
の
輸
送
に

任
ず
と
命
令
伝
達
あ
り
。

そ
れ
ま
で
に
不
要
に
な
っ
た
砲
隊
、
年
配
者
、
妻
帯
者
を
復
員



さ
せ
、
航
行
に
差
し
つ
か
え
な
き
よ
う
、
万
全
の
体
制
は
と
っ
て

い
た
が
復
員
延
期
と
な
る
と
さ
す
が
下
士
官
、
兵
の
動
揺
か
く
し

が
た
く
、
説
得
す
る
の
に
な
み
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
っ
た
。
で

も
な
ん
と
か
任
務
が
遂
行
出
来
た
の
も
、
死
ぬ
時
は
一
緒
と
い
う

連
帯
感
が
し
ん
と
う
し
て
い
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
だ
っ
た
よ
う

に
思
う
。

当
時
、
関
門
海
峡
は
米
軍
が
落
と
し
た
浮
遊
機
雷
が
日
本
海
よ

り
流
入
し
、
ブ
イ
に
係
留
中
の
艦
船
に
接
触
し
毎
日
何
隻
か
の
船

舶
が
ご
う
沈
、
あ
る
い
は
座
し
ょ
う
し
て
い
た
。
水
先
案
内
人
も
生

命
の
危
険
を
た
て
に
水
先
案
内
を
こ
と
わ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
そ

ん
な
な
か
水
先
案
内
人
な
し
で
門
司
を
で
て
、

釜
山
へ
向
か
っ
た
。

勿
論
、
敗
戦
と
な
っ
た
今
、
死
ぬ
こ
と
は
、
犬
死
で
あ
り
、
補

償
そ
の
他
な
ん
の
確
約
も
な
い
時
代
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
危
険
防
止
に
は
最
大
の
努
力
を
し
た
。
機
械
室
、

機
関
室
の
ハ
ッ
チ
は
全
開
、
艇
に
あ
る
だ
け
の
縄
は
し
ご
を
使

用
、
全
員
救
命
胴
衣
を
つ
け
た
状
態
で
当
直
に
つ
い
た
。
觸
雷
の

場
合
は
た
だ
ち
に
は
し
ご
及
び
縄
は
し
ご
で
甲
板
に
あ
が
る
体
制

で
望
ん
だ
。
さ
い
わ
い
觸
雷
せ
ず
に
済
ん
だ
が
、
ま
っ
た
く
薄
氷

を
ふ
む
思
い
で
あ
っ
た
。

釜
山
に
着
き
水
の
補
給
を
た
の
め
ど
、
韓
国
人
は
戦
勝
国
人
の

態
度
で
法
外
な
金
額
を
要
求
し
、
心
中
憤
激
ぎ
ょ
し
が
た
い
思
い

で
あ
っ
た
。

ま
た
保
身
上
ピ
ス
ト
ル
と
弾
丸
五
十
発
を
所
持
し
て
い
た
が
、

釜
山
の
水
先
案
内
（
米
人
）
を
武
装
解
除
の
検
査
官
と
勘
違
い
し

あ
わ
て
て
港
内
に
放
棄
し
た
の
も
あ
と
で
笑
い
の
た
ね
に
な
っ

た
。釜

山
港
よ
り
邦
人
、
復
員
軍
人
約
一
千
人
収
容
し
帰
路
に
つ
い

た
が
復
員
軍
人
の
命
令
系
統
が
み
だ
れ
に
み
だ
れ
て
い
た
。
連
隊

副
官
が
連
隊
長
の
命
に
服
さ
な
い
現
場
を
み
、
怒
り
心
頭
に
発
し

て
、「

そ
ん
な
卑
怯
な
奴
は
船
に
乗
せ
ら
れ
な
い
。
早
急
に
下
船
せ

よ
」

と
ど
な
り
つ
け
、
連
隊
長
に
感
謝
さ
れ
た
一
幕
も
あ
っ
た
。
こ
っ

ち
に
は
乗
せ
て
や
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。
中
尉
が
大
尉
を
ど
な

り
つ
け
る
の
は
痛
快
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
武
士
の
か
ざ
か
み
に

も
お
け
な
い
将
校
が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
て
門
司
は
危
険
だ
と
い
う
の
で
、
博
多
港
に
入
港
し

た
。




